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現
役
学
生
も
参
加
約
１
９
０
名
が
集
う

　

今
年
の
総
会
は
６
月
16
日
の
日
曜

日
に
ホ
テ
ル
ル
ブ
ラ
王
山
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
総
会
企
画
と
運
営
は
、
大
学

26
回
卒
が
幹
事
と
な
っ
て
２
０
１
２
年

度
総
会
後
か
ら
、
毎
月
幹
事
会
を
開
き

大
学
27
回
の
幹
事
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
し
て
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。時
に
は
、

酒
宴
も
あ
っ
て
交
流
も
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
始
め
た
現
役
学
生
の
た

め
の
就
職
支
援
の
た
め
の
「
企
業
Ｐ

Ｒ
コ
ー
ナ
ー
」
も
設
け
、
現
役
４
回

生
、３
回
生
が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
総
会
で
は
村
瀬
支
部
長

が
挨
拶
を
さ
れ
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

対
す
る
期
待
や
滋
賀
大
学
90
周
年
の

年
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
佐
和
学
長
よ
り
「
日
本

の
憂
う
つ
」
と
い
う
演
題
で
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
戸
田
理
事

長
か
ら
90
周
年
の
特
別
事
業
に
関
す

る
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
懇
親
会
は
、
梅
澤
学

部
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
陵
水
男
声

合
唱
団
に
よ
る
合
唱
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
彦
根
市
観
光
協
会
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
彦
根
物
産
展
を
懇

親
会
の
間
中
開
催
し
ま
し
た
。
結
構

懐
か
し
い
彦
根
名
物
を
購
入
さ
れ
て

い
く
方
々
も
多
く
、
好
評
で
し
た
。

　

し
ば
ら
く
歓
談
の
後
、
ク
ラ
ブ
を

中
心
と
し
た
席
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
懐
か
し
い
話
に
花
が
咲
い

た
中
で
、
い
よ
い
よ
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
の
お
楽
し
み
抽
選
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
１
等
が
豪
華
近
江
牛
セ
ッ
ト

と
い
う
こ
と
や
、
約
25
％
の
人
が
何

か
景
品
が
当
た
る
と
い
う
こ
と
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
例
年
司
会

は
卒
業
生
の
方
の
お
願
い
を
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
司
会
を
務
め
る
方
も

皆
さ
ん
と
親
睦
の
時
間
を
も
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
主
旨
で
、
プ
ロ

の
司
会
者
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
の
盛
り
上
げ
上
手
で
楽
し

い
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
は
校
歌
と
琵
琶
湖
周

航
の
歌
を
全
員
で
歌
い
盛
況
の
う
ち

懇
親
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
6
月
16
日
㈰

陵
水
会
名
古
屋
支
部
総
会
開
催

平
成
25
年
度
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村瀬支部長あいさつ

総会風景

支
部
長
挨
拶（
要
旨
）

　

昨
年
の
総
会
以
後
、
森
夲
前
支
部

長
の
後
を
継
い
で
支
部
長
を
勤
め
さ

せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
村
瀬
で
ご
ざ

い
ま
す
。
本
日
は
大
変
多
く
の
方
々

に
出
席
戴
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
年
度
幹
事
の
方
も
毎
月
の

よ
う
に
準
備
を
戴
い
た
お
蔭
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
東
北
大
震
災
で
私
達
日
本
人

が「
絆
の
大
切
さ
」を
改
め
て
気
づ
き
、

今
日
の
よ
う
な
大
学
の
Ｏ
Ｂ
会
で
も

再
認
識
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

政
治
経
済
の
面
で
は
通
称
「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
」
に
よ
っ
て
、
円
安
・
株

価
の
上
昇
と
一
時
明
る
い
兆
し
が
出

た
よ
う
な
感
じ
で
し
た
が
、
最
近
の
状

況
を
見
る
に
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ

な
い
と
い
う
感
触
で
あ
り
ま
す
。
早
く

安
定
し
た
経
済
体
制
に
な
る
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
滋
賀
大
学
開
学
90
周
年
の

年
と
言
う
事
で
、
名
古
屋
支
部
の
活

動
と
し
ま
し
て
、「
支
部
活
動
の
活
性

化
」
を
掲
げ
て
、
女
子
卒
業
生
サ
ー

ク
ル
の
試
み
等
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
不
十
分
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
陵
水
会
離
れ
を
改
善
す

べ
く
役
員
一
同
努
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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今
年
度
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

２
部
構
成
で
前
半
・
後
半

で
席
替
え
・
名
刺
交
換
タ

イ
ム
を
設
定
し
、
会
員
相

互
の
交
流
を
図
っ
て
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
企
画
と
し
て

前
半
の
部
は
、「
第
二
の

故
郷
、
近
江
、
滋
賀
、
彦

根
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部

は
今
、、、」
の
コ
ン
セ
プ

ト
で
作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
し
た
。

　

満
開
の
桜
と
彦
根
城
、
雪
に
埋
も

れ
る
講
堂
、
陵
水
会
館
、
現
在
の
賑

や
か
な
夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー

ド
、お
世
話
に
な
っ
た
ご
ざ
れ
食
堂
、

天
神
湯
等
、
懐
か
し
い
思
い
出
が
蘇

る
と
と
も
に
今
年
は
久
し
ぶ
り
に
彦

根
に
行
こ
う
と
い
う
気
に
な
る
写
真

が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
お
り
、
思
い

出
話
に
花
を
添
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

後
半
の
部
は
、
席
替
え
の
あ
と
、

う
っ
て
か
わ
っ
て
お
楽
し
み
抽
選
会

で
「
わ
っ
と
盛
り
上
が
っ
て
、
彦
根

の
う
ま
い
も
ん
持
っ
て
帰
っ
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
彦
根
の
物
産
の
中
か
ら

選
り
す
ぐ
っ
た
５
種
類
、
賞
品
総
数

31
本
、
一
等
は
近
江
牛
セ
ッ
ト
が
３

本
用
意
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

司
会
者
の
機
転
で
、
抽
選
に
当
っ

て
も
合
言
葉
を
言
え
な
い
と
も
ら
え

な
い
（
も
ち
ろ
ん
合
言
葉

は
「
陵
水
会
」
で
し
た
）

と
い
う
こ
と
で
、
舞
台
ま

で
お
越
し
い
た
だ
き
途
方

に
く
れ
、
支
部
役
員
が

こ
っ
そ
り
助
け
舟
を
出
す

と
い
う
場
面
も
。
１
等
を

当
て
た
ラ
ッ
キ
ー
な
方
々

は
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
の
村

瀬
支
部
長
と
満
面
の
笑
み

で
ス
ナ
ッ
プ
に
収
ま
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

演
題
は
「
日
本
の
憂
う
つ
」
～
こ

の
国
の
経
済
は
ど
こ
へ
行
く
～
で
し

た
。
日
本
の
憂
う
つ
と
し
て
は
、１
．

東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
事
故
、

２
．
電
機
産
業
に
代
表
さ
れ
る
製
造

業
の
不
振
、
３
．
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産

業
（
金
融
・
情
報
・
通
信
・
医
療
・

法
務
・
教
育
・
研
究
）
の
不
振
、４
．

ゼ
ロ
成
長
と
デ
フ
レ
経

済
、
５
．
膨
れ
上
が
る

国
債
残
高
、
６
．
無
資

源
国
の
悩
み
：
穀
物
・

地
下
資
源
の
価
格
高

騰
、
７
．
日
本
の
環
境

産
業
は
優
位
を
保
て
る

の
か
？
、
８
．
教
育
・

研
究
の
国
際
競
争
力
の

低
下
の
８
項
目
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

日
本
が
ゼ
ロ
成
長
に
転
じ
た
理
由

は
、１
．乗
用
車
の
普
及
が
飽
和
、２
．

デ
ジ
タ
ル
製
品
の
産
業
連
関
的
波
及

効
果
が
乏
し
い
こ
と
（
産
業
の
す
そ

野
の
広
が
り
が
乗
用
車
ほ
ど
で
は
な

い
）、
３
．
韓
国
・
台
湾
・
中
国
の

製
造
業
分
野
で
の
猛
追
、
４
．
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
産
業
の
国
際
競
争
力
が
貧

弱
の
４
点
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。
今
後
の
経
済
を
け
ん
引
す
る
の

は
、
エ
コ
製
品
の
普
及
と
（
目
下
の

普
及
率
は
低
く
、
今
後
、
高
ま
る
可

能
性
大
）と
省
エ
ネ
投
資
し
か
な
く
、

政
府
は
そ
れ
ら
の
後
押
し
を
補
助
金

や
税
制
改
革
に
よ
っ
て
推
進
す
る
べ

き
と
の
論
評
で
し
た
。

　

最
後
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
成
長
戦
略
と
し

て
、
１
．
ア
ジ
ア
へ
の

イ
ン
フ
ラ
輸
出
と
し
て

ベ
ト
ナ
ム
や
イ
ン
ド
へ

の
原
発
輸
出
（
原
子
力

協
定
の
締
結
）を
行
う
。

韓
国
に
比
べ
て
出
遅
れ

感
あ
り
。
２
．
日
本
の
大
学
に
外
国

人
教
員
・
留
学
生
を
増
加
、
３
．
医

療
分
野
で
の
国
際
競
争
力
強
化
、
先

端
医
療
機
器
の
輸
出
、
４
．
安
倍
総

理
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
イ
ン
フ
ラ

輸
出
を
優
先
さ
せ
る
、
５
．
農
林
水

産
業
の
６
次
産
業
化
に
よ
る
国
際
競

争
力
強
化
を
強
調
さ
れ
て
講
演
は
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

名古屋市港区秋葉１－120
（国道302号南陽農協前交差点角）

TEL　052－301－5437

喫茶　ベル

鈴 木 俊 彦 （大33回）

株式会社 アルファコンサルティング
牧 野 博 和代表取締役 （大28回）

〒460-0002  名古屋市中区丸の内2－20－25
　　　　　　丸の内ＳＴビル9Ｆ
　　　　　　TEL（052）223-2011　FAX（052）223-2013
　　　　　　E-mail  info@alpha-consul.com
　　　　　　URL  http://alpha-consul.com

生命保険・損害保険37社を取り扱う代理店です。

予　告

平
成
26
年
度
　
陵
水
会
名
古
屋
支
部
総
会

平
成
26
年
6
月
22
日
㈰
10
時
半 

総
会
開
始
　
場
所: 

ル
ブ
ラ
王
山

アトラクションタイムアトラクションタイム

懐かしい風景
＆

お楽しみ抽選会

佐
和
学
長
講
演
（
要
旨
）

日
本
の
憂
う
つ

～
こ
の
国
の
経
済
は
ど
こ
へ
行
く
～

彦根物産展

四十年の風雪　偲聖寮
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十
時
の
開
始
予
定
で
あ
っ
た
が
、

熱
心
な
学
生
は
九
時
過
ぎ
に
は
も
う

集
合
し
て
い
た
。
進
行
役
の
大
学

二
十
六
回
の
山
内
喜
栄
氏
か
ら
企
業

側
六
社
が
十
四
人
の
学
生
に
八
分
お

き
に
企
業
説
明
を
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
企
業

Ｐ
Ｒ
が
始
ま
っ
た
。

　

就
職
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
四
回

生
は
真
剣
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、

三
回
生
に
対
し
て
は
、
企
業
Ｐ
Ｒ
と

い
う
よ
り
も
、
就
職
活
動
の
ア
ド
バ

イ
ス
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
。
四
年

間
を
面

接
で
熱

く
語
る

こ
と
が

大
事
と

の
説
明

に
対
し

て
、
運

動
部
に

在
籍
し
て
い
な
い
学
生
が
心
配
そ
う

な
顔
つ
き
で
あ
っ
た
の
で
、
悔
い
の

無
い
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
欲
し
い

と
の
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

もう締めです。

乾杯でスタート

さあ、一杯

陵水男声合唱団

新会員、現役３，４回生

歓談

来年度幹事紹介

抽選会特賞

懇親会スナップ 　

年
度
幹
事
一
同
一
年
前
よ
り
準
備

を
始
め
今
回
こ
の
よ
う
に
盛
大
な
陵

水
会
を
開
催
で
き
た
事
は
皆
様
の
温

か
い
御
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
若
い
年
代
の
方
に

も
大
勢
出
席
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、

今
年
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。

facebook

の
繋
が
り
な
ど
も
あ
り
例

年
よ
り
若
干
若
い
人
の
出
席
も
増
え

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
日
頃
の
地
道

な
活
動
が
重
要
と
感
じ
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
総
会
の
運
営
幹
事
は
、

27
回
卒
メ
ン
バ
ー
で
す
。
よ
り
多
く

の
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
出
席
い
た
だ

け
る
よ
う
、
ま
た
、
会
員
相
互
の
親

睦
が
よ
り
一
層
深
ま
り
ま
す
よ
う
、

準
備
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

就
職
支
援
・
企
業
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー�

片
岡
嘉
幸
（
大
25
）

来
年
度
に
向
け
て

伊
藤
博
樹

（
大
27
）

総
会
を
終
え
て三

宅
郁
夫

（
大
26
）
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収　入　の　部 支　出　の　部
前年度繰越金
総会会費収入
支部会費収入
補助金収入
広告収入
寄附金収入
雑収入
　　　　計

平成24年度総会費用
印刷費
慶弔交際費
会議費
諸雑費
次年度繰越金

　　　　計

567,378
1,480,000

※１　516,000
126,900
120,000
45,000

※２　101,737
2,957,015

1,685,712
※３　380,292
53,150
45,960
30,051
761,850

2,957,015
（単位：円）

陵水会名古屋支部収支
報告書 自　平成24年３月１日

至　平成25年２月28日

※１　当年度分 前年度分
支部会費：2,000円×258名 329名
本部会費：3,000円×198名（代理集金）

※２　本部・支部からの祝儀及び預金利息
※３　印刷費には発送費も含まれる。

平成25年度陵水会名古屋支部会費納入者一覧表

平成25年８月20日現在　合計292名（前年198名）
※上記には、本部扱いによる金融機関口座からの自動引落納入者65名を含む。

杉山一雄
土屋武夫
荒島保、杉浦弘、井澤慶一
瀬尾且二、大脇昭三、浅野恒彦、垣本武郎
鈴木貴晴、七家亘康、馬路芳郎
夏原昭
森田三郎
中村博
矢野浩一郎
加藤昌彦、伊藤良蔵、勝忠男、木村善雄、鷲尾幸三、堀田一幸、山口修、
鹿野磯夫
井箟英之、森谷馨、横関不二男
祖父江清治、河野洋久、近藤勇雄、石井正樹
森照明、柴宗平、近藤実、清水有
久保昭、岩田修司、安井昌二、豊田一利、石橋政雄、伊與正道、
青井春美、七里年昌
清俊三、神谷愼太郎、河村實鏤、長谷川富三、松島利一、坂清司
鍋野可幸、木村芳夫、脇田佳男、久野勝利、池田保男、木村秀夫、
布藤久夫、吉田正克、清水明、吉田宜正、伊藤英夫
清水吉男、坂東史雄、清水一冶、加藤伸、西村泰徳、榊原寛、
杉田嘉あき、大西敏隆
鷲見公嗣、間瀬俊彦、上原信彦、嶋田興志、浅田為正、深井精興、
小島興一、大野眞一
赤坂郁昌、小林雍正、石野正義、鶴森昭雄、内藤嘉美、築山宏一、
浅野如糧（幹郎）
古田公三、伊藤靖久、山田義博、高野悟、田中慶一郎、榊原昌夫、
国立徹、水野浩
佐橋孝、福田勇夫、後藤一而、加藤俊二、加藤嘉隆、森芳雄、加藤宗作、
山田建造、加藤公男、丹下義友、角井正澄、吉野祐次郎、酒井盛雄、
森夲正、倉坪和久、尾形榮一、嶋津導彦
石倉雅夫、山中正行、望月弘隆、青山一道、石原秀夫、市川弘幸、
早川匡彦、古橋功朗、森崎敏男、岡村明光、牧野安宏、奥谷弘和
伊藤英雄、森下昭造、山村慎太郎、服部憲昌、杉本佳彦、杉山皓造、
石田正彦、木村孝雄、村瀬英己、吉田稔
蜂須賀聰太、佐藤邦男、竹島毅、伊藤義信、木村征司
堀田郁雄、阿多博之、青山政弘、岩田政三
山下松志、加藤久典、利岡明憲
安田隆信、沓名隆夫、外山哲男、山口郁夫、春木隆助、松林茂晴、
加藤満
岩瀬昭一、冨田敏夫、鹿住誠、石井和敏、板谷憲治、山口隆、
伊藤惠治
上中健人、杉谷哲夫、玉田真人、村山明司、山内薫
脇田秀昭、松下和久、野寺賢二、鈴木康春、志知明善、塩瀬和美、
今井田昭三

山本守、冨田修、太田昭憲、小田切純子、木村正文、酒井康行、森勇次、
太田孝夫、三輪直樹、大山能孝、山内佳紀
梛野誠、牛田好紀、石川良信、松原伸行、吉村謙司、野瀬廣司、
近藤一菜、吉田誠
加藤太伸、鈴木幸一、伊奈伸夫、林健一、伊藤廣之、榎本尚哉、遠藤稔、
加藤己信、児玉正治、新美元博、野々山德雄、村越勝美、三矢誠、
片岡嘉幸
鬼頭由秀、沼田時男、田中一郎、奥村弘茂、小泉亮一、佐藤宰、
玉置秀樹、藤井裕昭、山内喜栄、山田新吾、三宅郁夫
犬飼邦博、山本吉男、玉腰隆志、加藤英隆、長谷川吉信、服田尚史、
浜中準史、水戸浩三、伊藤博樹
加藤貴典、牧野博和
兼松賢、今尾文明、野々村昌治、表野宏和、船橋和則、増田憲彦、
荒木俊雄、田中弘司
久田寿一、吉川政博、岸泰志、塚本浩三、石原康行、天川富士男、
澤木享弘
内田誠、寺西基治、堀洋一、橋本衞、高橋孝治、山田康博
倉田弘継
近藤正志、横井隆幸
河合伸幸
赤川忍、北村裕幸、堀尾熱生、小林茂則、服部浩二、志賀康仁
樋口偉久
渡邉忠守
伊藤佳師、竹村信克
辻元健司
大東紀仁、長瀬昌彦
金澤清美、近藤憲治
松田光司、松田耕平
齊藤正和
加藤真澄、大塚拓也、白井達也
山内崇史
高橋清孝
木村達彦、土屋貴巨、肥田茂之
鈴木章司、中島真理
住田宗弘、波多野涼子、山脇薫
小西郁弥、木村健太、塚本芽来美、間瀬達郎、大野義浩
大島一彦、長谷川信三
福山昌男
竹尾雅芳
北村治孝
米澤正治
安間康貴
矢野里枝

本14
本15
本21
本22
本23
本24
東01
東03
大01
大02

大03
大04
大05
大06

大07
大08

大09

大10

大11

大12

大13

大14

大15

大16
大17
大18
大19

大20

大21
大22

大23

大24

大25

大26

大27

大28
大29

大30

大31
大32
大33
大34
大35
大36
大37
大38
大40
大42
大43
大44
大46
大49
大50
大53
大54
大58
大60
大61
短07
短08
短18
短32
院05
院29
院33

卒回 氏　　　　名 卒回 氏　　　　名

世界中から、日本未入荷の商品・
ブランド・アイデアをお届けします

インフィネイト株式会社（Infin8, Inc.）
代表取締役 日本統括 齊藤正和 （大 46 回）
代表取締役 海外統括 宮野サム
〒461-0005 名古屋市東区東桜 1-9-3
TEL （052）265-6453　FAX （052）265-6454
URL:www.infin8.co.jp　E-mail:info@infin8.co.jp

予　告

平
成
26
年
度
　
陵
水
会
名
古
屋
支
部
総
会

平
成
26
年
6
月
22
日
㈰
10
時
半 

総
会
開
始
　
場
所: 

ル
ブ
ラ
王
山
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①
経
済
学
部
リ
ス
ク
研
究
セ
ン
タ
ー

へ
の
教
育
研
究
助
成
金
の
贈
呈

	

滋
賀
大
学
経
済
学
部
創
立
90
周
年

記
念
事
業
推
進
協
賛
基
金
の
推
進

	

（
締
切
日
：
平
成
25
年
10
月
31
日
）

•

募
金
目
標	

５
，
０
０
０
万
円

•

募
金
額	

一
口	

１
万
円
以
上

②
経
済
学
部
実
践
教
育
サ
ポ
ー
ト
機

構「
陵
水
教
育
振
興
人
材
バ
ン
ク
」

の
設
置
・
運
用⇒

（
締
切
済
）

•
「
実
践
に
強
い
滋
賀
大
学
」
を
名

実
と
も
に
確
立
す
る
た
め
に
、
経

済
学
部
の
講
義
へ
の
実
践
的
サ

ポ
ー
ト
の
推
進
・
客
員
講
師
制
を

設
け
る
。

③
陵
水
会Facebook
の
開
設
・
運
用

•

目
的
：
陵
水
会
の
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
、
陵
水
会
活
動
の
幅

広
い
展
開
、
若
手
陵
水
会
員
の
増

④
陵
水
会
員
の
寄
稿
に
よ
る『
わ
が
青

春
の
彦
根
』の
発
刊⇒

（
締
切
済
）

•

彦
根
の
青
春
時
代
の
思
い
出
を
募

集
し
ま
し
た
。

	

こ
の
エ
ッ
セ
イ
集
は
、有
償
（
１
，

０
０
０
円
）
に
て
広
く
販
売
し
、

懐
か
し
い
思
い
出
を
皆
様
に
共
有

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑤
創
立
90
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
（
陵
水
会
主
催
）

•

日
時
：
平
成
25
年
11
月
23
日（
祝
）

•

場
所
：
滋
賀
大
学
経
済
学
部
講
堂

及
び
、
彦
根
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

•

企
画
の
概
要
：

	

90
周
年
記
念
講
演
会
（
講
演
講

師
：
未
定　

於
：
経
済
学
部
講
堂
）

	

文
化
系
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
公
演

（
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
謡
曲
部
ほ
か
）

	

体
育
会
50
周
年
イ
ベ
ン
ト
（
功
労

者
表
彰
ほ
か　

於
：
彦
根
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
）

	

90
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ	

（
於
：
彦

根
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）

滋
賀
大
学
経
済
学
部
90
周
年
記
念
事
業
の
ご
案
内

予　告

平
成
26
年
度
　
陵
水
会
名
古
屋
支
部
総
会

平
成
26
年
6
月
22
日
㈰
10
時
半 

総
会
開
始
　
場
所: 

ル
ブ
ラ
王
山

陵水会名古屋支部　支部役員

顧　　問
〃
〃
〃

支 部 長
副支部長
幹 事 長
副幹事長
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

会計幹事
監　　事

大学　3回
大学　8回
大学 10 回
大学 13 回
大学 15 回
大学 15 回
大学 19 回
大学 22 回
大学 23 回
大学 23 回
大学 25 回
大学 28 回
大学 30 回
大学 33 回
大学 46 回
大学 21 回
大学 14 回

役職名 氏　　名 卒業年次
岡 田 　 一
吉 田 宜 正
小 島 興 一
森 夲 　 正
村 瀬 英 己
吉 田 　 稔
松 林 茂 晴
今井田　昭　三
小田切　純　子
三 輪 直 樹
片 岡 嘉 幸
牧 野 博 和
仲 川 　 毅
横 井 隆 幸
齊 藤 正 和
山 内 　 薫
奥 谷 弘 和

陵水会名古屋支部　本部役員

大学　3回
大学 13 回
大学 10 回
大学 15 回
大学 19 回
大学　5回
大学　6回
大学　8回
短大　7回
大学 13 回
大学 14 回
大学 15 回
大学 17 回
大学 17 回
大学 21 回
大学 22 回
大学 30 回

役職名 氏　　名 卒業年次
岡 田 　 一
森 夲 　 正
小 島 興 一
村 瀬 英 己
松 林 茂 晴
南 野 輝 久
伊 與 正 道
吉 田 正 克
長谷川　信　三
倉 坪 和 久
奥 谷 弘 和
吉 田 　 稔
岩 田 政 三
簗　瀬　悠紀夫
山 内 　 薫
今井田　昭　三
久 田 寿 一

顧　　問
副理事長
理　　事
〃
〃

評 議 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

企業経営をトータルサポート
税務会計（法人・所得・消費・相続・贈与）

法人設立・建設業許可等

山 内 会 計 事 務 所
税 理 士
行政書士 山　内　薫（大21回営）
〒491-0045　一宮市音羽3丁目4番11号
TEL 0586-24-1407　FAX 0586-24-1472

税理士法人　表野会計
代表社員
税 理 士 表 野 宏 和（大29回）

〒467-0043　名古屋市瑞穂区岳見町 1丁目 13 番地
TEL：052-832-2049　FAX：052-834-1797
E-mail：hyonok@luck.ocn.ne.jp

会社経営から相続等までお気軽にご相談ください。

戸田理事長

陵水会館（昭和13年竣工）
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石
橋
政
雄（
大
６
）

蝦
夷
山
桜
双
子
の
熊
は
乳
び
た
り

久
し
振
り
に
札
幌
へ
行
き
、
孫
と
一

日
円
山
動
物
園
で
遊
び
ま
し
た
。
双

子
の
白
熊
が
と
っ
て
も
可
愛
い
か
っ

た
で
す
。

伊
與
正
道（
大
６
）

ク
リ
ム
ト
の
絵
の
金
色
に
柿
紅
葉

恩
師
有
田
正
三
先
生
は
学
究
と
し
て

の
反
面
、山
頭
火
の
俳
句
や
ク
リ
ム
ト

の
絵
を
愛
す
る
趣
味
の
人
で
も
あ
っ

た
。
深
秋
金
色
の
柿
紅
葉
に
ク
リ
ム

ト
を
、そ
し
て
先
生
を
想
い
出
す
。

大
島
一
彦（
短
７
）

緑
な
る
若
草
山
に
い
だ
か
れ
ぬ

奈
良
在
住
幹
事
の
案
内
で
若
草
山
展

望
台
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
眺
望
に
卓

球
部
Ｏ
Ｂ
会
の
仲
間
と
共
に
感
動
。

片
岡
嘉
幸（
大
25
）

鉄
道
の
ダ
イ
ヤ
改
正
春
動
く

春
の
ダ
イ
ヤ
改
正
は
、
冬
の
間
じ
っ

と
し
て
い
た
人
々
が
出
か
け
る
爲
に

行
は
れ
、世
の
中
全
体
が
活
気
づ
き
、

動
き
出
す
感
じ
が
す
る
。

河
村
實
鏤（
大
７
）

釈
迦
祀
る
断
食
堂
の
大
暑
か
な

琵
琶
湖
の
多
景
島
に
六
十
年
ぶ
り
に

上
陸
。
汗
を
拭
き
拭
き
参
堂
し
た
断

食
堂
に
、
中
国
宋
か
ら
渡
来
し
た
と

い
う
古
い
釈
迦
像
が
祀
ら
れ
て
い
た
。

木
村
芳
夫（
大
８
）

夕
闇
の
水
辺
に
白
し
半
夏
生

昼
間
の
暑
さ
が
柔
ら
ぎ
散
策
の
ひ
と

時
、
薄
暑
の
中
か
す
か
な
せ
ゝ
ら
ぎ

の
音
の
方
へ
眼
を
や
れ
ば
、
浮
か
び

あ
が
る
様
に
く
っ
き
り
と
白
く
半
夏

生
が
…
。

久
保　

昭（
大
６
）

墓
洗
ひ
眺
め
る
湖
の
波
光
り

父
母
の
墓
が
琵
琶
湖
を
見
渡
せ
る
膳

所
の
丘
に
あ
り
、
墓
参
の
際
に
湖
を

眺
め
種
々
想
い
出
に
耽
り
一
時
を
過

ご
し
て
詠
句
。

倉
坪
和
久（
大
13
）

春
一
夜
笑
ひ
こ
ろ
げ
て
同
期
会

名
古
屋
の
大
13
会
は
い
つ
も
集
ま
り

が
い
い
。
４
月
に
「
母
校
の
学
食
を

食
い
に
行
こ
う
会
」
に
も
13
名
が
参

加
し
て
一
泊
。
遅
く
ま
で
カ
ラ
オ
ケ

競
争
も
。

榊
原　

明（
高
20
）

信
楽
の
狸
寄
り
添
ふ
七
変
化

信
楽
は
甲
賀
忍
者
発
祥
の
地
。
紫
陽

花
は
開
花
し
て
か
ら
色
が
変
わ
る
の

で
七
変
化
と
も
言
う
。
紫
陽
花
も
花

の
忍
者
か
狸
の
友
達
か
。

柴　

宗
平（
大
５
）

木
下
闇
線
路
の
果
て
は
震
災
地

東
北
復
興
は
遅
々
し
て
て
進
ま
ず
仐

寿
の
身
と
も
な
れ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
及
び
も
つ
か
な
い
。
出
来
る
事

は
ご
当
地
へ
の
祈
り
だ
け
で
あ
る
。

杉
本
住
彦（
大
15
）

面
越
し
に
白
息
交
は
す
豆
剣
士

定
年
直
後
、
運
よ
く
剣
道
錬
士
六
段

に
。
豆
剣
士
達
と
交
流
、
猛
稽
古
始

ま
る
。
厳
冬
子
供
た
ち
の
真
剣
な
眼

差
し
と
白
い
息
。
私
も
甦
っ
た
青
春

ま
っ
只
中
で
あ
る
。南

野
輝
久（
大
５
）

血
膨
れ
の
蚊
を
笑
え
な
い
疎
開
の
子

戦
后
一
時
記
石
川
県
松
任
町
に
集
団

疎
開
、
空
腹
の
毎
日
、
茣
蓙
蓑
を
着

て
地
元
の
友
達
の
家
に
行
っ
た
。「
都

会
の
ぼ
ん
ぼ
ん
が
親
元
を
離
れ
て
寂

し
か
ろ
う
、
ひ
も
じ
か
ろ
う
、
ど
ん

ど
ん
お
食
べ
」
が
つ
が
つ
食
べ
た
。

飢
餓
の
状
態
で
は
満
腹
感
の
生
じ
な

い
こ
と
を
そ
の
時
知
っ
た
。

【“
陵
水
亭
”の
休
亭
に
つ
い
て
】

　

平
成
９
年
か
ら
陵
水
会
名
古
屋
支

部
会
員
の
交
流
・
親
睦
を
は
か
る
目

的
で
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
、
参
加
者
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら

若
い
人
た
ち
が
利
用
し
て
い
る
Ｆ
Ｂ

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）
が
、
本
部
の

主
た
る
活
動
の
一
つ
と
し
て
「
Ｆ
Ｂ

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）
の
活
用
」
が

提
案
さ
れ
、
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
名
古
屋

支
部
で
も
今
年
度
に
な
っ
て
か
ら
３

回
呼
び
か
け
ら
れ
、
若
者
中
心
に
40

名
前
後
が
参
加
し
て
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
陵
水

会
名
古
屋
支
部
と
し
て
は
、
出
来
る

限
り
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る

交
流
の
場
の
再
検
討
が
必
要
と
思
い

ま
す
。

　
「
陵
水
亭
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

役
員
会
で
検
討
し
、
２
０
１
４
年
２

月
ま
で
に
結
論
を
出
し
た
い
と
考
え

ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
臨
時
休
亭
と

い
た
し
ま
す
。

　

何
卒
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

陵
水
会
名
古
屋
支
部
・
役
員
一
同

陵
水
俳
壇

自
句
自
解

陵
水
亭
話

『
陵
水
亭
』ご
案
内

【
編
集
後
記
】

〔
原
稿
募
集
及
び
ご
意
見
を
！
〕

皆
様
の
原
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
テ
ー
マ
自
由

編
集
担
当　

吉
田　

稔
（
大
15
）

☎
FAX
０
５
２
―

７
５
１
―

２
０
１
０

E-m
ail		m

i_yoshida0502@
yahoo.co.jp

第67回名古屋陵水会ゴルフコンペ開催
日　時	 平成25年４月10日（水）
場　所	 東名古屋CC西コース
競技方法	 ダブルぺリア方式
参加者	 13名
	 （近年に無い少数参加）

優勝　伊藤康男（大25）グロス　87　ネット　73.8
２位　杉山皓造（大15）	 同	 102	 同	 75.6
３位　木村芳夫（大８）	 同	 95	 同	 75.8

次回開催ご案内
日　時	 10月９日（水）	８：28スタート
コース	 貞宝カントリー
会　費	 3,000円
プレー代	 12,100円～13,500円（シニア優遇）
	 ９月10日で締め切りましたが参加希望の方、

念の為ご連絡ください。
幹　事	 佐野　穣（大９）、伊藤康男（大25）
	 　　　　　TEL	090－1754－9605

本　社：名古屋市昭和区白金1丁目4番20号 〒466-0058
TEL：（052）872-6451　FAX：（052）882-2915

事 業 所：刈谷市小垣江町大津崎1番13 〒448-0813
TEL：（0566）25-1201　FAX：（0566）25-1202

水商電子（香港）有限公司：香港新界筌湾横龍街
水商電子（深セン）有限公司：中国広東省深セン市宝安区
水商電子（嘉善）有限公司：中国浙江省嘉善県経済開発区
URL：http://www.mizusho.co.jp/

代表取締役社長　橋本　衞（大31回営）　総務部　課長　髙橋和孝（大44回営）


